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県支出金 
180, 192 
3.9% 

町 税 

630,433 
13.5% 

	 111111川川川広報かなき ② 

町の家計簿公開 

平成3年度一般会計決算決まる 

2億2,920万円の黒字 

製億2,205万円の使い道は 

用 語 
地方交付税…地方公共団体が、ひとしくその

行うべき事務を遂行することが

できるよう、一定の基準により

国が交付する税 

町 債…多額の費用を必要とする事業を

行なうため国、県からの借入金

国庫支出金…町が支出する特定の経費に対し

て国が交付する支出金 

県支出金・・・町が支出する特定の経費に対し 

て県が交付する支出金 

総 務 費…一般事務や選挙、財産管理など

の経費 

地方交付税 

2,266,049 

48.6% 

説 
衛 生 費・・・ゴミ処理や健康診断、ガン検診 

などの経費 

公 債 費…起債借入の償還金 

土 木 費…道路整備や住宅建設、除雪など 

の経費 

民 生 費…高齢者や児童、障害者の福祉に 

かかる経費 

農林水産業費…農林業の振興、農道、林道の 

経費 

教 育 費…学校教育、社会教育の経費 

消 防 費…消防事務や災害防除活動の経費 

田丁 

9
月
定
例
議
会
で
平
成
3
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
各
決
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
歳
入
が
四
六
億
六
、
二
五
五
万
三
、
九
三
七
円

（
対
前年
度
比
1
7・

 

1
％
増
）
、歳
出
が
四
四
億
二
、
二
〇
五
万
七
七
四
円
（対
前
年
度
比
1
8・
4
％
増
）
 

と
な
っ
て
お
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
が

一
、一
三
〇
万
円
あ
り

差
引
二
億

一
一
、
九
二
〇
万
三
二
六

三
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
か
ら
項
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
使
い
道
等
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

解
 
衛
 



議 	会 	費 

7,691円 

総 	務 	費 

67,877円 

民 	生 	費 

31,526円 

衛 	生 	費 

35,926円 

労
  

働

4
 

費
円
 

に

u
 

7
  農林水産業費 

31,474円 

商
  

工

9
 

費
円
  

8
 
2
 

 
土 	木 	費 

32,274円 

消 	防 	費 

23,985円 

教 	育 	費 

30,678円 

災
  

害

0
 

費
円
 

八
U
 

7
  公 	債 	費 

34,915円 

諸 支 出 金 

23,122円 

国 民健康保 険 
歳 	入 1,091 ,430 ,652円 

歳 	出 1, 038 , 569 , 636円 

老 	人 保 健 
歳 	入 759 ,860 ,621R 
歳 	出 756 , 648 , 581円 

農業集落排水事業 
歳 	入 193 ,416円 

歳 	出 192 ,800円 

水 道 事 業 

収益的収入 195 ,147 ,754円 

収益的支出 192 ,763 ,175R 
資本的収入 45 ,530 ,758円 

資本的支出 139 ,970 ,994F3 
※ 資本的支出額の不足分は当年度消費税資本的収支調整額と

過年度分損益勘定留保資金で補てん 

町民一人当りに

使われたお金 

総 額 
339,844円 

公債費 

454,309 
10.3% 

農林水産業費 

409,545 
9.3% 

民生費 
410,212 

9.3% 

土木費 
419,949 

9.5% 

その他 

666,067 
15.0% 

総務費 
883,221 
20.0% 

その他 
34.5% 

消防費 
312,088 

7.0% 

教育費 
399,189 

9.0% 

A灘 
衛生費 

467,471 
10.6% 

4,422,051 
単位】千円 

一ー一 	37.4% 

特 

別 

ム‘ 
云 

計 

③ 広報かなき川川mmm…“ 

町民一人当りの税負担 
	

町 税 内 訳 

一人当りの金額

は、平成 4 年 3 月 

31日現在の町の人

口13,012人で割っ

たものでトす。 

町 民 税 19,655円 区 	分 収フ、済額 収入未済額 

固定資産税 23,637円 町 民 税 255,750千円 14,252千円 

固定資産税 307,562千円 44,827千円 
軽自動車税 1,001円 

軽自動車税 13,022千円 192千円 
町たばこ税 4,157円 

町たばこ税 54,099千円 0 
計 48,450円 計 630,433千円 59,271千円 



r
 

事
轟
 

鵬
”彰
．
 

,

,
 

除雪 対 策 費 38 ,800 
道路新設改良費 182 ,225 
道路等修繕費 21 ,812 
住 宅建設費 58 ,946 

‘ー糾 ' 
教
育

費
 

金木だより印刷費 4,339 
行政情報システム処理業務 8,211 
各集会所等修繕料 3,138 
交通安全対策費 7,609 
地域づくり推進事業費 325,030 
まちづくり事業費 43,456 
納税組合報償金 16.052 
県議会議員選挙費 2,317 
町議会議員選挙費 5.040 
津軽北部広域事務組合（消防）負担金238.332 
コミュニティ消防センター新築工事 48,338 

町社会福祉協議会補助金 
重度心身障害者医療費助成
西北五精神薄弱児施設組合負担金 

9,529 
14,639 
5.450 

津軽1郎広域事務組合（老人福祉）負担金 10 ,783 
第 1保育所費 63 ,884 
第 2 保育所費 47 .504 
第 3 保育所費 54 ,106 
第 4 保育所費 47 ,037 
川倉児童館費 16 ,737 
児 童 手 当 15 ,350 
国民健康保険特別会計繰出金 29 ,055 
ガン検診等委託料 12 ,672 
老人保健特別会計繰出金 37 ,912 
西北五衛生処理組合負担金 59 ,318 
塵芥処理 費 17 ,748 
公立金木病院組合負担金 184 ,175 
水道事業特別会計繰出金 35 ,253 

金木ノ、学校管理費 
川倉ハ学校管理費 
嘉瀬小学校管理費 
喜良市小学校管理費 
金木中学校管理費 
金木南中学校管理費 
結婚式用備品等 
金木小学校防護柵工事 
芦野グランド観覧席新設等 
嘉瀬スキー場ヒュッテ新築等 
運動公園整備費 

53,482 
20,818 
37,186 
29,038 
33,197 
38,343 
9,387 
5,480 
9,486 
6.083 
5,657 

…‘I 111111111川川“広報かなき ④ 

主な歳出の内訳 
（単位】千円） 

水田農業確立対策事業費 31 ,826 
畜 産 業 費 24 .437 
農村総合整備モデル事業費 34 ,305 
第 3 期山村振興対策事業費 73 ,702 

」て一本ヤス環境整備工事 1,473 

さくらまつり助成金 4,260 

夏まつり助成金 3,700 

商工会助成金 4.000 

水環境整備事業費 21,320 

災 害復 I日 費 143,227 

長期債償還元金 259,214 

長期債償還利子 195,096 

基金積立金 300,865 

性質別経費内訳 

区 	分 

平成 3 年度 平成 2 年度 

増 	減 

（千円） 
決 算 額 

（千円） 
構成比 

(%) 
決 算 額 

（千円） 

人 	件 	費 1,118,998 25.3 1,036,732 82,266 

物 	件 	費 320,760 7.3 274,274 46,486 

維 持 修 繕 費 117,849 2.7 98,285 19,564 

扶 助 的 経 費 82,368 1.9 79,503 2,865 

補 助 的 経 費 694,002 15.7 617,540 76,462 

内
 
訳
 

一部事務組合負担金 318,616 7.2 300,636 17,980 

そ 	の 	他 375,386 8.5 316,904 58,482 

公
 
債
 
費
 

454,502 10.3 443,531 10,971 

内 訳 
元
 
利
 
償
 
還
 
金
 

454,460 10.3 443,531 10,929 

一時借入金利子 42 0.0 0 42 

積 ！ 	立 	金 257,898 5
.
8
 

242,522 15,376 

投 ！資、出資、貸付金 19,910 0.4 1
9
,
6
8
0
 

230 

繰 ~ 	出 	金 114,533 2.6 70,042 4
4
,
4
9
1
 

投 ‘ 資 的 経 費 1,241,231 28.0 853,728 387 , 503 

内
 
訳
 

補 助 事 業 費 211,110 4.8 239,677 L28,567 

単
 
独
 
事
 
業
 
費
 

879,964 19.9 593,411 286,553 

県 営 事 業 費 6,930 0.1 3 .040 3 ,890 

災 害 事業 費 143,227 3.2 17,600 125,627 

歳 	出 	合 	計 4,422,051 100 一 0 3,735,837 686,214 



金
木
町
敬
老
大
会
で
長
寿
を
祝
う
 

9
0歳
以
上
の
長
寿
者
4
1名
 

敬
老
の
日
に
先
が
け
、
9
月
1
1
 

日
、
中
央
公
民
館
に
助
人
の
お
年

寄
り
が
集
い
、
平
成
4
年
度
金
木

町
敬
老
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

敬
老
大
会
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
方
々
の

長
寿
を
祝
し
、
明
る
く
健
や
か
な

老
後
を
築
く
た
め
の
誓
い
を
新
た

に
し
よ
う
と
行
な
わ
れ
た
も
の
。
 

大
会
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
物
故
者
に
対
し
黙
 
 

と
う
し
、
県
顕
彰

状
、
町
顕
彰
状
の

贈
呈
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
 

毎
年
恒
例
と
な
っ

た
小
学
生
に
よ
る

作
文
朗
読
で
は
、
 

お
年
寄
り
の
笑
い

や
涙
を
誘
い
、
盛

大
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
お
に

ぎ
り
と
ジ
ュ
ー
ス

が
配
ら
れ
 コ
扇
謡

会
」
一
同
に
よ
る
 

手
踊
り
や
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
 

れ
、
お
年
寄
り
た
ち
は
楽
し
い

一
 

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

※
顕
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

県
顕
彰
受
賞
者
 

9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

米
谷
 
豊
八

（
喜良
市
下
派
立
）
 

津
島
 
サ
ョ
 

（
米
町）
 

山
中
 
ヤ
サ
 
（

下
鍛
治
町
）
 

原
田
 
イ
セ
 

（
新
誠町
）
 

上
森
 
マ
サ
 

（
昭和
町
）
 
 秋

元
 
ヤ
ョ
 

（
林下
）
 

棟
方
ヤ
サ
コ
 

（
野
崎）
 

石
戸
谷
ヤ
ス
 

（神
明
町
）
 

乗
田
 
ス
ナ
 

（
湯
の
川
）
 

小
山
内
ス
テ
 

（
後
町）
 

今
 
ヒ
テ
 

（
西岩
見
町
）
 

今
 
ッ
ナ
 

（
浦
町）
 

黒
川
 
ソ
ネ
 

（
野
崎）
 

（
以上
町
顕
彰
も
同
時
受
賞
）
 

町
顕
彰
受
賞
者
 

9
0歳
以
上
の
長
寿
者
 

棟
方
 
さ
な
（
東
町
 

9
7歳
）
 

黒
川
 
ふ
に

（
後
町
 

9
6歳
）
 

小
野
た
き
（
喜良
市
下
派
立
9
5歳
）
 

角
田
 
サ
ト

（
朝
日
町
 
9
5歳
）
 

漬
田
 
さ
き
（
嘉
瀬下
派
立
9
5歳
）
 

葛
西
 

つ
よ

（更
生
部
落
9
5歳
）
 

戸
崎
 
チ
ョ

（
湯
の
川
 
9
5歳
）
 

葛
西
 
ち
ぎ

（
若
松
町
 
9
4歳
）
 

工
藤
福
太
郎

（
湯
の川
 
9
4歳
）
 

泉
谷
ヒ
ヤ
ク

（
向道
 

9
4歳
）
 

白
川
 
か
し

（
湯
の
川
 
9
3歳
）
 

白
川
由
太
郎
（
沢
部
 

9
3歳
）
 

桑
田
豊
吉
（
喜良
市
上
派
立

9
3歳
）
 

外
崎
惣
五
郎
（
蒔
田
 

9
3歳
）
 

秋
元
 
ハ
ル

（
新富
町
 
9
2歳
）
 
 岡

田
 
竹
松

（
林町
 

9
2歳
）
 

津
田
 
ソ
ノ
（
下
昭
和
町

9
2歳
）
 

加
藤
 
ッ
ョ
（
若
松
町
  

9
2歳

）
 

大
佐
賀
三
次
郎
（
向
町
  

9
2歳
）
 

阿
部
 
重
吉

（神
明
町
  

9
2歳

）
 

高
橋
樫
太
郎

（
北
新
町
 
 

9
2歳

）
 

工
藤
喜
代
衛
（
美
晴
町
  

9
1歳

）
 

小
山
内
晴
夫

（
美
晴町
  

9
1歳
）
 

封
馬
 
い
そ
（
美
晴
町
  

9
1歳

）
 

藤
元
 
ス
ミ

（
三
軒
町
 
 

9
1歳

）
 

中
谷
 
カ
ョ
（
向
町
  

9
1歳

）
 

徳
田
 
ツ
セ
（
芦
野
町
  

9
1歳

）
 

田
中
 
多
作
（
中
山
道
町

9
1歳
）
 

葛
西
 
キ
ワ

（
湯
の
川
 
9
0歳
）
 

伊
藤
 
ソ
子
（
中
小
栗
崎

9
0歳
）
 

8
5歳
に
達
す
る
長
寿
者
 

原
田
 
敏
雄
 

（藤
枝
）
 

古
川
兵
次
郎
 

（
下
町
）
 

花
田
 
ソ
ワ
 

（
上
新
町
）
 

宮
崎
 
キ
ナ
 

（
野
崎）
 

山
形
 
重
次
 

（芦
野
町
）
 

成
田
 
ァ
子
 

（藤
枝
）
 

秋
元
 
し
み
 
（
旭
ケ
丘
団
地
）
 

津
島
惣
太
郎
 

（
若
松
町）
 

原
田
 
ト
メ
 

（
若
松
町）
 

原
田
 
久
治
 

（
小川
町
）
 

舛
甚
 
ヒ
テ
 

（
畑
中
）
 

櫛
引
多
満
吉
 

（
田
町）
 

原
田
 

つ
や
 
（
下
中

柏
木
）
 

松
川
松
衛
門
 
（
上
小
栗
崎

）
 

伊
丸
岡
ち
よ
 
（
東

岩
見
町
）
 
 

由
吉
 

（
蒔
田）
 

シ
ワ
 
（
嘉
瀬
中
派
立
）
 

耕
一
 

（
上
古町
）
 

伊
藤
七
五
郎
 
（
下
小
栗
崎

）
 

津
島
 
ミ
ツ
 

（
新富
町
）
 

笹
木
 
タ

マ
 

（
小川
町
）
 

長
内
 
武
一
 

（芦
野
町
）
 

今
 

ナ
ル
 

（
下
町）
 

原
田
 
ト
ミ
 
（
下
中

柏
木
）
 

原
田
 
シ
ナ
 
（
上
小
栗
崎

）
 

伊
東
 
イ
ョ
 

（
三
軒
町）
 

加
賀
谷
タ
キ
（
喜
良
市
上
派
立
）
 

野
宮
 
タ
ョ
 

（
米
町）
 

秋
元
 
ミ
ナ
 

（
藤
枝）
 

潰
田
マ
ン
コ
 

（
上
昭和
町
）
 

泉
谷
亀
太
郎
 
（

下
宇
田
野
）
 

Aフ
 
義
元
 

（
下
町）
 

白
川
 
清
一
 

（
沢部
）
 

木
下
 
タ

マ
 
（

下
鍛
治
町
）
 

佐
藤
 
ト
キ
 

（
三
軒
町
）
 

今
 

イ
ソ
 

（藤
枝
）
 

山
本
 
千
代
 

（
南
新
町）
 

白
川
博
右
衛
門
 

（
蒔
田）
 

秋
元
金
五
郎
 

（
東
町）
 

中
谷
 
ク

ニ
 

（
女
坂
）
 

伊
藤
 
キ
サ
 

（
浦
町）
 

8
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
 

桑
田

魂

（
喜良
市
上
派
立）
 

徳
田
菖
之
ま
 

（
金木
川
端
町
）
 

す
わ
 
ノ
．
 
ノ
ー
i
ー
、
 

⑤ 広報かなぎ川川lmmII 

田中町長から顕彰状を受ける長寿者 

山マ翠白
中田川 



孫

の
作
文

朗
読
に
感
激
 

「
ぼ
く
の
お
じ

い
さ
ん
」
 

金
木
小
学
校
五
年
 

津
田
 
匡
宏
 

ぽ
く
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
昭
和

二
年
三
月
十
八
日
生
ま
れ
の
六
十

五
才
に
な
り
ま
す
。
 お
じ
い
さ
ん

の
楽
し
み
は
、
す
も
う
観
戦
と
パ

チ
ン
コ
で
、
お
酒
は
ば
ん
し
ゃ
く

を
欠
か
さ
な
い
ほ
ど
、
い
つ
も
元

気
に
く
ら
し
て
い
ま
す
。
 

で
も
、
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
 

大
変
働
き
者
で
田
畑
の
仕
事
が
中

心
に
、
そ
の
あ
い
間
は
土
木
関
係

の
仕
事
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

ひ
ま
な
時
は
、
庭
の
植
木
の
手

入
れ
が
好
き
な
よ
う
で
ね
っ
し
ん

に
や
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
十
月
ご

ろ
に
な
る
と
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
春
ま

で
す
が
た
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
さ
び
し
い
な
あ
と
思
う
 
 こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
 

「
こ
ん
な
時
、
お
じ
い
さ
ん
が
い

た
ら
な
あ
」
と
思
う
こ
と
も
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
も
、
春
に
な
る
と
働
い

た
お
金
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
き
て
、
 

ぼ
く
を
温
泉
な
ど
に
つ
れ
て
い
っ

て
く
れ
ま
す
。
 

お
じ
い
さ
ん
は
、
や
は
り
家
の

家
計
を
支
え
る
大
黒
柱
な
の
で
す
。
 

ぼ
く
は
、
す
も
う
部
の
選
手
な

の
が
、
と
て
も
じ
ま
ん
ら
し
く
、
 

ど
ん
な
忙
し
い
時
で
も
つ
い
て
き

て
、
応
え
ん
し
て
く
れ
ま
す
。
 

ぼ
く
が
出
場
す
る
番
に
な
る
と
 

「
匡宏
、
が
ん
ば
れ
ー
」
と
大
き

い
声
で
叫
ぶ
の
が
耳
に
入
り
ま
す
。
 

ぼ
く
は
、
そ
の
言
葉
が
は
げ
み
に

な
っ
て
、
も
り
も
り
力
が
わ
い
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

勝
っ
た
時
は
喜
び
、
負
け
た
時

は
、
ぽ
く
よ
り
く
や
し
そ
う
な
顔

を
し
て
い
ま
す
。
 

そ
ん
な
お
じ
い
さ
ん
の
た
め
に

も
、
東
京
立
川
で
の
全
国
大
会
で

は
、
う
ん
と
よ
い
成
績
を
あ
げ
る

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
お
じ
い
さ
ん
が

大
好
き
な
の
で
、
八
＋
才
、
九
十
 
 才

、
百
才
、
い
や
二
百
才
ま
で
も
、
 

元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
 

ぼ
く
が
大
人
に
な
る
ま
で
、
競

走
で
す
。
 

「
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
来
た
 

お
じ

い
ち
ゃ
ん
」
 

嘉
瀬
小
学
校
三
年
 

松
川
 
剛
大
 

夏
休
み
に
入
っ
た
お
ぼ
ん
の
時

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
め
ず
ら
し
い

お
客
さ
ん
が
あ
そ
び
に
き
ま
し
た
。
 

七
十
六
才
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ま

ご
二
人
で
す
。
ま
ご
と
い
っ
て
も

十
八
才
と
二
十
三
才
に
な
る
ん
だ

そ
う
で
す
。
 

ブ
ラ
ジ
ル
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
 

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
上
手
な
日

本
語
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
何
回
も
練
習
し
て
い
た

え
い
語
で
 

「
ハ
ウ
ド
ウ
ユ
ー
ド
ウ
」
 

「
マ
イ
ネ
ー
ム

・
イ
ズ

・
タ
カ
ヒ

ロ
」
 
と
、じ
こ
し
ょ
う
か
い
を
し
 
 ま

し
た
。
か
ら
だ
中
、
ど
き
ど
き

し
ま
し
た
が
ま
ち
が
わ
な
い
で
、
 

は
っ
き
り
い
え
た
の
で
さ
っ
ぱ
り

し
ま
し
た
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

人
に
な
っ
て
六
十
年
も
す
ぎ
て
し

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
い
つ

も
に
こ
に
こ
顔
で
す
。
ぼ
く
に
も

ブ
ラ
ジ
ル
の
く
ら
し
や
話
し
か
た

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
夜
も
お

そ
く
ま
で
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
て

く
れ
、
と
て
も
楽
し
く
な
か
な
か

ね
む
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

「
ゴ
ー
、
ト
ウ
ギ
ャ
ザ
ー
」
 

（
い
っし
ょ
に
行
こ
う
）
 

と
か
、
車
に
の
る
時
や
ど
こ
か
へ

行
く
た
び
に
、
 

「
ゴ
ー
ゴ
ー
ー
・
」
 

「
ォ
ッ
ケ

ー
ー
」
 

と
か
い
い
ま
す
。
 

ぼ
く
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の

こ
と
ば
や
、
手
を
ひ
ろ
げ
た
り
し

て
ま
ね
を
し
た
か
ら
、
み
ん
な
大

わ
ら
い
し
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
白
い
歯
を

い
っ
ぱ
い
出
し
て
 

「
わ
っ
は
っ
は
っ
は
っ
」
 

と
、
わ
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、
 

楽
し
そ
う
に
わ
ら
っ
て
く
れ
た
の

で
ぽ
く
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 

家
族
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
と

小
泊
や
た
っ
ぴ
に
行
き
ま
し
た
。
 
 行

く
と
ち
ゆ
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
山
や
海
の

け
し
き
を
ね
っ
し
ん
に
な
が
め
て

い
ま
し
た
。
 き
っ
と
む
か
し
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
な
つ
か
し
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

た
っ
ぴ
に
つ
く
と
、
車
か
ら
ゆ

っ
く
り
お
り
て
、
あ
た
り
の
け
し

き
を
な
が
め
て
い
ま
し
た
。
写
真

を
と
る
時
も
、
に
こ
に
こ
顔
で
す
。
 

ゆ
っ
く
り
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
ら
し
い
で
す
。
 

帰
っ
て
か
ら
み
ん
な
で
食
事
を

し
ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
三
人

と
も
、
上
手
に
は
し
を
つ
か
っ
て

食
べ
て
い
ま
し
た
。
 お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
お
さ
し
み
が
お
い
し
い
と

い
っ
て
、
ま
ご
た
ち
に
も
す
す
め

て
い
ま
し
た
。
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